　 平成２７年４月９日

 大阪府製本工業組合

（２７年４月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２７年３月２６日（木）

１．開催日時　　平成２７年４月８日（水）午後６時４０分～７時５０分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２３人　　出席理事数　２３人（本人出席１８人、書面出席４人）
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
澤田政紀、岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、田中尚寛、大塚保男、小野木基博
管東稔浩、金田英幸、木下和美、中谷康宏、坂東光次、平井一彦、松本正一、三木信二
山口仁史、横井邦章
（書面出席）
平田龍己、菊地雄一郎、齋藤晴治、南幸次
（オブザーバー）　
祝迫多水治（㈱印刷出版研究所、大阪支社長）
１．議長の氏名　　澤田　政紀
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
澤田理事長から次のとおり挨拶があった。

「パラオへ天皇、皇后両陛下が慰霊に参られます。

日本兵１万人の死者を出し生き残ったのは僅か３４名でした。

その犠牲のお陰で今の我々の平和な生活があります。

感謝しなくてはなりません。

さて３月は大変な繁忙期でしたが４月にバタッと仕事が止まりました。

この業界のシンドイところです。

一方ホテル業界は満室状態だそうです。

大阪、奈良、京都、和歌山は年末までこの状況が続きそうです。

紙の単価が４月から１５％の値上げが了解されたそうです。

東京での書籍、雑誌関係ですが折屋さんが廃業の為、するところが無く厳しい状況だそうです。

紙製品関係では見本帳を中国で生産をしていたのですが中国の賃金があがり、日本での生産に逆戻りしたのですが、既に日本の業者が廃業をしていて生産体制が取れないとの状況だそうです。

色々と状況は違いますが厳しい状況が続いております。

今日の言葉ですが、

“最も強いものが生き残れるわけではないし、最も知的なものが生き残るわけでもない。
唯一生き残るのは変化に対応出来るものである“
我々にも同じような事が当てはまると思います。
小さな変化をスピーディにおこしていくことが必要なのかも知れません。」
寺川専務理事から本日の書面出席は４名との報告があった。
第１号議案
第４６回「通常総会」開催関係について

（貸借対照表、損益計算書、収支予算（案）平成２７年度事業方針（案））
松尾常務理事（財務委員会担当役員）から概略を説明。
４月６日（月）監査会議（収支決算関係）と予算会議を開催致しました。

平成２６年度の決算関係では当期純利益金額として１５２，１３３円を計上しております。

賦課金を値上げした事もあり何が変わったかとの話になりますが、これらの状況は常に三役、四役会でチェックをおこなっておりますが、大きく変化の見えるものはバスレクの実施位なものかと思います。

収支予算案にも常に感心をもって頂きたいし、部会を統合し一部会になりましたが、お金の顔は違うと思います。

組合員数の減により総予算は少なくなっております。
教育研究費は１０万円を組んでおりますが、一部会制になった事により、部会予算で講習会の開催を検討する事もあると思いますので、これらも含め予算の枠組みについて十分に説明をして頂きたいと思います。次年度も予算は有効に使用していきたい思いであります。

寺川専務理事（副理事長）から、

「教育研究は今後部会からのテーマ提案、支部からのテーマ提案も含め補助も含め乗っかっていきたい。」　との発言があった。
◆平成２６年度：損益計算書の概略
○広報事業収入、福利厚生事業参加料収入等の計が3,514,150円。
○賦課金等収入の部として、組合賦課金、賛助会費で計13,034,820円。以上から計16,548,970円。
○広報事業費として1,927,280円、福利厚生事業費として計1,668,337円、事業費用合計3,595,617円。
これらから事業総利益金額は12,953,353円。（16,548,970円―3,595,617円）
○人件費計が5,093,182円、業務費として、教育研究費、旅費交通費、総会費用、水道光熱費、関連団体負担金等々の計が8,063,968円で一般管理費合計が13,157,150円。
これらから事業損失金額は－203,797円。
○受取利息725円、受取外部出資配当金27,000円雑収入454,705円から、事業外収益の合計が482,430円。
○雑損失0円で、経常利益として278,633円を計上。
（事業外収益合計482,430円－事業損失金額▲203,797円＝278,633円）
これらから法人税等126,500円を支払い当期純利益として152,133円。
◆平成２７年度：収支予算案の概略
＊収入
○製本と紙工の年２回発行のこれらの掲載広告の収入として1,280,000円、福利厚生事業参加料収入として700,000円を計上し合計は1,980,000円。
○賦課金等収入合計は12,282,600円。
＊支出

○広報事業費として、「製本と紙工」の年２回発行、製本新聞の年３回発行と互礼会等厚生事業費と慶弔費を併せ事業支出合計は2,340,000円。
○人件費は給与、福利厚生費、退職引当金の計5,180,000円。

○教育研究費、旅費交通費、総会費用、水道光熱費、関連団体負担金等々の計が7,080,200円。

これら一般管理費合計は12,260,200円。
＊収入
○銀行利息等計27,600円、雑収入、御祝儀等合計450,000円を計上、合計が477,600円。

収入合計は14,740,200円。
＊支出
○法人税等の支出予定として130,000円、予備費10,000円を計上、これらの合計が140,000円となり、支出合計は14,740,200円。
　以上平成２７年度事業費は14,740,200円。
◆平成２７年度事業方針（案）
事務局から概略を説明。
・“製本産業ビジョン２０１８”が作成され全組合員に配付。
各工組等での普及説明会も終わり、５つの変革ストーリーに沿って、新ビジョンを実践する段階。
このビジョンを活用し変革に踏み出し企業の体質を強化するとともに製本業としての新たな活路を目指す。
・取引慣行の改善事業については、全製工連で取組みが実施されているが、当工組においても組合員企業の実態を把握する為、アンケート調査をおこない取り組みへ反映。
・組合事業は、厳しい経営環境にあり、組合員がそして組合が、力強く今後も事業を継続出来るように、支出削減策、収入増対策等、組合員の皆様の意見を受け止め更に検証を進め財政健全化経営革新委員会を中心に組合財政の基盤の確立に向け取り組む。
・以上の他、従来から実施している安全機械技術講習会ではフォークリフト講習を始め従来にも増して安全衛生に重点をおき取り組む。

製本産業個人情報保護体制認定制度（ＳＡＰＰＳ）の維持推進、更には組合員の皆様との意思疎通強化、品種別専門部会の活動の活発化、賛助会の皆様との協力関係の維持等々を実施。
以上全会一致了承のこととなった。
第２号議案
その他

①委員会の活動状況について

◆組織活性化委員会（管東委員長（理事））

・４月１日（水）委員会を開催。

各支部の総会開催時期なので未返事に対する再周知の確認。

５月２３日（土）の本組合の総会時には支部長受付の手伝い。

支部総会等の時点で次期役員改選に向け人選の検討を開始。

委員会に若葉会役員の参加要請をおこなう。これは理事会参加への予行演習を兼ねる。
印刷業界とか製本業界は３年くらいしたら衰退しているのではとの話題も。
寺川専務理事（副理事長）から、

今期、役員改選は有りませんが、次年度に向けて変更があるところはこの１年で誰に決めるか次期留任の場合も含め早め早めに取組んで頂きたい。

との発言があった。
◆財務委員会

４月６日（月）に予算会議をおこない決算は終了。
◆支部の総会開催状況
・４月　４日（土）東南支部（布施：あや田）実施済み。
・４月１１日（土）阪南支部（大津：琵琶湖ホテル）午後５時３０分～現地集合の泊

・４月１８日（土）西北支部（北区：北瑞苑）　　　午後６時３０分～

・４月１８日（土）城西支部（本町：やす富）　　　午後６時３０分～

・５月　９日（土）中央支部（天満：楽待庵）　　　午後６時３０分～
◆品種別専門部会

・手帳製本委員会（小野木委員長（理事））

４月１９日（日）～２０日（月）手帳専門委員会を開催。

会議は大阪製本会館でおこない、懇親会は新世界の横綱で実施。

懇親会には是非多数のご参加をお願いする。

２０日（月）は工場見学会として日本紙興（㈱）様へ。

その後昼食は堺でたこ焼会席を頂く事としている。そ後田中手帳㈱様を見学し解散の予定。

・商業印刷製本委員会（木下委員長（理事））
６月１３日（土）専門委員会を開催するのでそれらの検討の為、月１回のペースで役員会を開催。

４月６日（月）全製の役員改で了承され、オープンデッキバス、あべのハルカス、専門委員会、講演
会、その後懇親会との予定で進んでいる。

今後役員会で最終の詰めをおこなう。

◆財政健全化経営革新委員会（松尾常務理事）
先般（３／１８日）ホテル日航大阪で賛助会員の皆様と委員会メンバーで意見交換会を実施。

初めての試みであり、このような場を開催することにより身近な賛助会員と感じた次第。

今後も２～３回に分けて順次実施して行く方向。
わざわざ東京からお越しを頂いた方もおられた。大変良かった取り組みではと思う。

田中常務理事から、
補助金（ものづくり革新事業）の関係で賛助の皆さんも機械を買ってもらう為に色々と引き出しをもっておられる。積極的に活用されれば良いと思う。
またアピールをされている方もおられた。

寺川専務理事（副理事長）から、
勝田さんは断裁、ホリゾンさんは製本機械が悪くなればトムソンの抜けを開発とか努力をしておられる。色々な賛助の皆さんの話が聞けて良かったのでは。
岡本副理事長から、
話をしたいとの意欲が一杯である。

我々の業界と密に連携を取りたいとの意向もある。

意見交換会は成功であったと思うし継続して取り組むべきである。

寺川専務理事（副理事長）から、
全製工連１０１回理事会の報告（要旨・於：東京製本会館）

組合員数と従業員数の調査結果が報告された。
組合員数は全国では９０５社から８５７社（▲４８社）、東京工組は６０３社から５６８社（▲３５社）

従業員数は７５３８人から７２０８人へ（▲３３０人）となっている。
東京工組では年間を通して仕事は良かったが、専属の折屋さんが廃業し、この３月でも折ってもらうところがないとの状況。

各工組の近況報告として、

全体的には３月だけは何処とも忙しく仕事をどう処理しようかが大半であったが、４月になるとアカンとの事。
岡山はベネッセのＤＭ関係はゼロであり、昨年からの受注量の比較は半分である。

愛知は大阪と同傾向で紙製品関係は別格で価格も影響はなく良い。

廃業が増え、“やるところ”がないので集中している。

石川は北陸新幹線で好景気である。

入場券の購入だけで２時間待ちとの事。

グルメ本もバカ売れで4月に入っても好調で仕事があふれている。

九州も1月は悪かったがここにきて例年並みに回復。内容は健康食品関係である。

手帳関係は紙の値上げの影響がどう及ぶか心配している。

東京は出版に偏っており大阪は東京に比べつくづく規模が小さいと感じる。

景気が悪いと言っているが、どこが悪いのかと思うほどである。

京都のグラフィックスとプリントパックが東京に進出し大々的に業務を行っている。
３月１３日（金）太閤園でプレＪＰ展が開催され理事長と参加。

今後紙はますます減っていき電子化に移行するとの事です。

例えば買う意思のない人にはカタログとかＤＭは渡さないし、出すこともしない。

ネツトで見てくれとかのイメージである。

最後に岡本副理事長から

「いよいよ総会の開催となります。澤田体制で初めての総会です。各支部の皆様が大勢お越しになるようにお声掛けをして頂き盛大な総会にしたいと思います。

よろしくお願いいたします。」
以上で、理事会を終了した。
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